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⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
諸
本
考

―
伝
本
の
整
理
を
中
心
に

―

竹

内

洪

介

は
じ
め
に

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
四
月
に
行
わ
れ
た
後
陽
成
天
皇
の
聚
楽
第
行
幸

は
、
関
白
豊
臣
秀
吉
の
権
力
を
誇
示
し
、
政
治
的
・
文
化
的
に
重
大
な
意
義
を

持
つ
一
大
行
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
秀
吉
の
命
で
御
伽
衆
の
大
村
由
己
が
記

録
し
た
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
が
今
に
伝
わ
る
。
同
書
は
天
正
十
六
年
五
月
に
完

成
し
（
注
⚑
）、
秀
吉
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
後
陽
成
天
皇
や
足
利
義
昭
に
贈
ら
れ
た
。
同

書
の
写
し
は
秀
吉
自
身
も
所
蔵
し
た
と
思
わ
れ
る
（
注
⚒
）。

同
書
は
秀
吉
の
在
世
中
に

成
立
し
、
太
閤
記
物
の
嚆
矢
で
あ
る
⽝
天
正
記
⽞
に
も
収
録
さ
れ
、
歴
史
学
的
・

国
文
学
的
に
大
き
な
価
値
を
持
つ
。
以
上
の
点
か
ら
、
同
書
の
諸
本
調
査
と
そ

の
整
理
は
十
分
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
の
諸
本
調
査
は
桑
田
忠
親
氏
と
遠
藤
珠

紀
氏
（
注
⚓
）に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
桑
田
氏
は
、
奥
書
の
分
析
に
重
点
を
置

き
、
東
山
御
文
庫
本
を
始
め
と
し
た
六
本
の
調
査
を
行
っ
た
。
一
方
、
遠
藤
氏

は
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
の
作
中
に
引
用
さ
れ
る
諸
侯
の
起
請
文
に
注
目
し
、
十
一

本
の
諸
本
を
調
査
し
た
。
こ
の
起
請
文
内
に
は
豊
臣
姓
を
名
乗
る
諸
侯
と
そ
れ

以
外
の
本
姓
を
名
乗
る
諸
侯
が
存
在
す
る
が
、
遠
藤
氏
は
こ
れ
ら
の
豊
臣
姓
を

名
乗
る
諸
侯
が
諸
本
間
で
異
な
る
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
尊
経
閣

文
庫
蔵
慶
長
六
年
本
・
東
山
御
文
庫
本
・
Ṳ
左
文
庫
本
を
代
表
さ
せ
て
三
種
に

諸
本
を
分
類
し
た
。
遠
藤
氏
は
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
の
本
文
全
て
を
対
象
と
し
て

分
類
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
目
的
と
し
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
の
本
文
に
は
差
異
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
更
に
諸
本
の
発
掘
を
進
め
、
調
査
し
た

四
十
二
本
の
諸
本
群
（
注
⚔
）に

従
い
、
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
料
紙
等
の
書
誌
学
的
事

項
も
併
せ
て
改
め
て
分
析
を
進
め
た
と
こ
ろ
、幾
つ
か
の
新
し
い
知
見
を
得
た
。

な
お
、
此
処
で
書
誌
学
的
事
項
に
注
目
し
た
理
由
は
、⽝
言
経
ᷭ
記
⽞
天
正
十
八

年
（
一
五
九
〇
）
二
月
九
日
条
に
⽛
天
正
記
之
内
西
国
之
記
鳥
子
ニ
可
書
之
由

同
心
了
（
注
⚕
）⽜
と
の
記
事
が
あ
る
こ
と
に
依
る
。
当
該
条
に
は
⽝
天
正
記
⽞
の
作
者

大
村
由
己
が
山
科
言
経
に
⽝
西
国
之
記
⽞（⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
と
同
じ
く
⽝
天
正
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記
⽞
中
の
一
編
、
現
存
せ
ず
）
の
清
書
を
依
頼
し
た
こ
と
、
そ
の
清
書
本
に
⽛
鳥

子
⽜を
用
い
る
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
清
書
本
に
つ
い
て
、

桑
田
氏
は
用
紙
が
鳥
子
（
注
⚖
）で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
貴
人
献
上
用
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
原
本
二
種
に
も

⽛
特
別
な
料
紙
⽜
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
う
し
た
見
地
か
ら
の
検
討
も

採
用
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
ま
ず
本
文
分
析
に
よ
る
分
類
図
を
提
示
し
、
次
に
各

系
統
と
主
要
伝
本
に
関
し
、
本
文
的
・
書
誌
学
的
見
地
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。今

回
確
認
し
た
諸
本
（
以
降
、
便
宜
的
に
略
称
で
示
す
。
諸
本
の
一
覧
は
末

尾
の
【
別
表
】
参
照
）
は
、
①
～
㊷
に
示
す
四
十
二
本
で
あ
る
。
ま
た
、⽝
聚
楽

行
幸
記
⽞
は
秀
吉
の
伝
記
に
も
抜
書
さ
れ
る
た
め
、
㊸
～
㊽
も
検
討
対
象
と
す

る
。
以
下
計
四
十
八
点
の
諸
本
を
分
類
図
に
よ
っ
て
示
す
。

○
送
付
本
系
統

・
原
本
（
注
⚗
）：
①
大
阪
城
天
守
閣
本

▽
原
本
系
統

第
一
類
：
②
天
正
十
七
年
本

第
二
類
：
③
斯
道
文
庫
本
、
④
尾
崎
本
、
⑤
大
同
文
庫
本

第
三
類
：
⑥
歴
彩
館
本
、
⑦
三
手
文
庫
本
、
⑧
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
本
、

⑨
仁
和
寺
本

▽
伝
後
陽
成
天
皇
奏
覧
本
系
統

第
四
類
：
⑩
阿
野
家
本
、⑪
影
写
本
、⑫
立
入
家
本
、⑬
東
山
御
文
庫
本
、

⑭
明
治
大
学
本
、
⑮
井
伊
家
本
、
⑯
毛
利
家
本

第
五
類
：
⑰
押
小
路
家
本
、
⑱
紅
葉
山
文
庫
本
、
⑲
尊
経
閣
Ａ
本

▽
伝
足
利
義
昭
所
蔵
本
系
統

第
六
類
：
⑳
尊
経
閣
Ｂ
本

第
七
類
：
㉑
柳
原
家
本
、
㉒
神
宮
文
庫
本
、
㉓
味
の
素
本

▽
群
書
類
従
本
系
統

㉔
和
学
講
談
所
本―→
㉕
群
書
類
従
本

→
第
八
類
：
㉖
雑
賀
本
、

㉗
松
岡
家
本
、

㉘
国
会
本

（
参
照
）

第
九
類
：
㉙
徳
大
寺
家
本

㊺
⽝
豊
鑑
⽞

▽
天
正
軍
記
系
統
：
㊸
⽝
天
正
記
⽞

▽
甫
庵
太
閤
記
系
統
：
㊹
⽝
太
閤
記
⽞→
㉚
住
吉
家
本

▽
太
閤
真
顕
記
系
統
：
㊻
⽝
太
閤
真
顕
記
⽞

○
豊
臣
秀
吉
手
控
本
系
統

・
原
本
：
㉛
尊
経
閣
原
本

▽
原
本
系
統

第
一
類
：
㉜
九
条
家
本
、
㉝
引
馬
文
庫
本

第
二
類
：
㉞
渡
辺
文
庫
本

▽
Ṳ
左
文
庫
本
系
統

㉟
Ṳ
左
文
庫
本―→
㊱
勧
修
寺
家
本
、
㊲
伊
達
家
本
、
㊳
高
松
宮
家
本
、

㊴
島
原
文
庫
本

（
㊺
豊
鑑
）

▽
原
本
・
Ṳ
左
文
庫
本
複
合
型
系
統
：
㊵
本
居
文
庫
本

○
分
類
不
能

㊶
久
我
家
本
（
行
幸
行
列
部
分
〈
冒
頭
箇
所
〉
の
み
存
）

㊷
昌
平
坂
学
問
所
本
（
文
章
に
大
幅
な
改
変
や
省
略
あ
り
）

㊼⽝
絵
本
太
閤
記
⽞（
文
章
に
大
幅
な
改
変
や
省
略
あ
り
）

㊽⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞（
文
章
に
大
幅
な
改
変
や
省
略
あ
り
）
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以
下
、
こ
の
よ
う
に
分
類
し
た
理
由
を
伝
本
に
即
し
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

一
、
送
付
本
系
統
と
手
控
本
系
統

今
回
、遠
藤
氏
が
作
中
の
起
請
文
に
対
し
て
行
っ
た
分
類
や
桑
田
氏
の
論
考
、

更
に
は
前
掲
注
⚒
竹
内
洪
介
・
石
塚
晴
通
⽛
大
阪
城
天
守
閣
蔵
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞

解
題
・
翻
刻
⽜（
以
下
、
旧
稿
）
等
に
拠
り
つ
つ
、
本
文
全
体
に
亘
っ
て
検
討
を

重
ね
た
結
果
、⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
は
送
付
本
系
統
と
豊
臣
秀
吉
手
控
本
系
統
の
二

系
統
に
大
別
さ
れ
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
と
㉛
尊
経
閣
原
本
が
そ
れ
ぞ
れ
の
原

本
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
た
だ
し
、
特
に
送
付
本
系
統
に
つ
い
て
は
未

発
見
の
原
本
が
複
数
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
・

㉛
尊
経
閣
原
本
が
こ
の
二
系
統
の
祖
本
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
別
問

題
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
）。
こ
れ
ら
二

本
の
相
違
点
や
来
歴
を
含
む
性
格
に
つ
い
て
は
既
に
旧
稿
で
検
討
し
た
が
、
以

下
に
要
点
を
記
す
。
①
大
阪
城
天
守
閣
本
は
諸
本
中
唯
一
斐
紙
（
雁
皮
紙
）
が

使
わ
れ
た
巻
子
本
で
、
世
尊
寺
流
の
書
体
や
⽛
詠
⽜⽛
人
⽜
等
の
最
終
画
が
折
れ

曲
が
る
筆
勢
、そ
し
て⽛
花
⽜⽛
梅
⽜等
の
筆
蹟
の
特
徴
か
ら
清
書
者
楠
長
諳（
楠

木
正
虎
）
自
筆
と
見
ら
れ
、
巻
末
に
は
秀
吉
の
朱
印
が
捺
さ
れ
る
。
㉛
尊
経
閣

原
本
は
巻
末
に
大
村
由
己
お
よ
び
長
諳
の
花
押
を
有
す
る
精
製
さ
れ
た
楮
打
紙

を
用
い
た
巻
子
本
で
あ
り
、
秀
吉
の
手
許
に
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
長
諳
自
筆

本
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
二
本
の
書
誌
学
的
検
討
の
み
を
行
っ
た
が
、
此
処
で
は

そ
の
本
文
的
特
質
に
も
注
目
し
、
両
書
の
性
格
の
違
い
を
述
べ
る
。

次
に
掲
げ
る
【
表
ア
】
は
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
と
㉛
尊
経
閣
原
本
に
お
け

る
特
徴
的
な
異
同
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
①
大
阪
城
天
守
閣

本
は
改
装
の
際
に
一
部
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
箇
所
は
同
本
と
最
も
本

文
が
近
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
②
天
正
十
七
年
本
に
よ
り
補
完
し
た
。
ま

た
、⽛
紙
数
／
行
番
号
⽜
は
旧
稿
に
付
し
た
も
の
を
便
宜
的
に
掲
げ
た
（
以
下
こ

れ
に
準
じ
、⽛
漢
数
字
／
算
用
数
字
⽜
の
よ
う
に
、
紙
数
・
行
番
号
で
文
の
位
置

を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
な
お
②
天
正
十
七
年
本
か
ら
復
元
し
た
箇
所
は
、⽛
紙

数
／
行
番
号
⽜
の
欄
に
⽛
天
正
十
七
年
本
⽜
と
記
載
し
、
網
掛
け
を
施
し
た
。）。

此
処
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
の
第
一
の
特
徴
は
、

Ｏ
～
Ｒ
に
お
い
て
㉛
尊
経
閣
原
本
が
持
つ
記
述
（
和
歌
詠
進
部
分
に
見
ら
れ
る

傍
記
）
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
①
大
阪
城
天
守
閣
本
の
第
二
の
特

徴
は
、
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｎ
・
Ｐ
に
お
い
て
㉛
尊
経
閣
原
本
が
持
つ
楠
長
諳
に
関
す
る

記
述
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
特
徴
に
よ
り
送
付
本
系
統
と
手
控

本
系
統
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
次
に
送
付
本
系
統
・
手

控
本
系
統
を
分
類
す
る
。
な
お
、
送
付
本
に
長
諳
の
情
報
が
記
さ
れ
な
い
と
い

う
第
二
の
特
徴
に
関
し
て
は
、
清
書
者
長
諳
が
送
付
本
清
書
の
際
に
謙
譲
の
意

等
か
ら
自
身
の
名
を
削
除
し
た
か
、
あ
る
い
は
手
控
え
本
執
筆
の
際
に
自
身
の

功
績
を
書
き
加
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

二
、
送
付
本
系
統
の
諸
本

送
付
本
系
統
の
う
ち
、
原
本
系
統
に
位
置
す
る
諸
本
は
②
～
⑨
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
諸
本
は
三
類
に
分
れ
る
。
第
一
類
に
分
類
で
き
る
②
天
正
十
七
年
本
に

は
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
書
写
の
奥
書
と
書
写
者
空
存
斎
（
何
者
か
は
不

明
）
に
よ
る
花
押
が
あ
り
、
楮
打
紙
の
料
紙
に
列
帖
装
で
仕
立
て
ら
れ
る
。
同

本
の
特
徴
と
し
て
は
⽛
か
さ
り
は
火
焔
也
⽜（
二
八
／
⚔
⚔
⚒
）
の
一
文
を
持
つ
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通
し
番
号

紙
数
／
行
番
号

①
大
阪
城
天
守
閣
本（
一
部
②
天
正
十
七
年
本
に
よ
り
復
元
）

㉛
尊
経
閣
原
本

Ａ

一
八
／
⚒
⚘
⚘

は
し
め
み
な
集
来
せ
し
め
此
由
か
た
り
給
ひ
て
同
は

始
み
な

禁
中
へ

Ｂ

一
九
／
⚓
⚑
⚗

ナ
シ

同
時
別
紙
誓
詞
有
之
文
言
日
付
あ
て
所
同
前

人
衆

Ｃ

二
〇
／
⚓
⚔
⚒

ナ
シ

あ
て
所
同
前

Ｄ

二
二
／
⚓
⚗
⚘

大
炊
御
門
大
納
言

大
炊
御
門
前
大
納
言

Ｅ

二
三
／
⚓
⚘
⚗

室
町
准
后

室
町
入
道
准
后

Ｆ

二
五
／
⚔
⚑
⚓

飛
鳥
井
大
納
言

飛
鳥
井
前
大
納
言

Ｇ

二
六
／
⚔
⚑
⚘

殿
下

関
白
殿

Ｈ

二
八
／
⚔
⚔
⚒

か
さ
り
は
火
焔
也

ナ
シ

Ｉ

二
九
／
⚔
⚖
⚘

ナ
シ

長
諳
書
之

Ｊ

三
一
／
⚕
⚐
⚖

則
短
冊
に
書
つ
け

禁
中
并

院
御
所
へ
送
り
進
上
し
た

ま
ふ
な
り

即
式
部
ᷭ
法
印
長
諳
を
召
て
た
ん
さ
く
に
書
つ
け
さ
せ
松
の
朶
に
む
す

ひ
つ
け
／
金
輪
な
ら
ひ
に

院
御
所
へ
を
く
り
進
上
し
た
ま
ふ
な
り

Ｋ

天
正
十
七
年
本

菊
亭
殿

ナ
シ

Ｌ

天
正
十
七
年
本

勧
修
寺
殿

ナ
シ

Ｍ

天
正
十
七
年
本

中
山
殿

ナ
シ

Ｎ

天
正
十
七
年
本

則

叡
聞
に
備
へ
ら
る

御
感
あ
さ
か
ら
す
御
返
し
有
り

す
な
は
ち
長
諳
御
使
に
て
伝
奏
へ
致
持
参
候
今
夜
は
や
更
す
き
御
合
子

に
て
翌
朝
叡
聞
に
備
ら
る

御
感
あ
さ
か
ら
す
や
か
て
御
返
し
あ
り

Ｏ

三
四
／
⚕
⚑
⚖

ナ
シ

御
製
御
懐
紙
は
大
高
檀
紙
を
そ
の
ま
ゝ

勅
筆
也

三
行
三
字

Ｐ

三
四
／
⚕
⚒
⚑

ナ
シ

御
懐
紙
は
大
た
か
た
ん
し
を
一
寸
つ
ゝ
め
侍
る

三
行
三
字

式
部
法

印
長
諳
書
之

Ｑ

三
五
／
⚕
⚒
⚔

ナ
シ

は
し
つ
く
り
御
製
と
お
な
し

三
行
三
字

Ｒ

三
五
／
⚕
⚓
⚑

ナ
シ

懐
紙
し
た
ゝ
め
や
う

自
餘
こ
と
〳
〵
同
之

Ｓ

三
五
／
⚕
⚔
⚓

ナ
シ

尾
張

Ｔ

四
九
／
⚗
⚔
⚐

雲
客

清
花

【
表
ア
】
①
大
阪
城
天
守
閣
本
と
㉛
尊
経
閣
原
本
の
本
文
比
較
（
特
徴
的
な
異
同
の
み
掲
出
）
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こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
一
文
は
直
前
の
⽛
楽
屋
の
前
に
大
太
鼓
あ
り
⽜（
同

前
）
に
下
接
す
る
が
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
を
除
く
全
て
の
諸
本
に
見
ら
れ
ず
、

㉛
尊
経
閣
原
本
や
③
斯
道
文
庫
本
等
、
他
の
長
諳
筆
本
（
旧
稿
で
は
③
斯
道
文

庫
本
を
長
諳
筆
本
と
検
証
し
た
）
に
も
見
ら
れ
な
い
。

第
二
類
の
③
～
⑤
の
諸
本
も
原
本
に
近
い
本
文
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
第

一
類
に
あ
る
⽛
か
さ
り
は
火
焔
也
⽜
の
本
文
を
持
た
な
い
。
第
三
類
の
⑥
～
⑨

の
諸
本
も
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
と
ほ
ぼ
同
文
・
同
奥
書
だ
が
、
和
歌
部
分
で

⽛
秀
吉
⽜
を
⽛
秀
─
⽜
と
避
諱
を
行
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

次
に
分
類
図
で
掲
げ
た
伝
後
陽
成
天
皇
奏
覧
本
系
統
に
は
、
⑩
～
⑲
の
諸
本

が
該
当
す
る
。
こ
の
後
陽
成
天
皇
奏
覧
本
の
書
写
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

桑
田
氏
に
よ
っ
て
、⽝
校
注
行
幸
記
⽞
の
書
名
を
持
つ
⑫
立
入
家
本
が
知
ら
れ
て

き
た
が
、
そ
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
行
幸
記
従
二

関
白
殿
一
／
当
今
様
ヘ
御
進
上
候
、
申
出
候
間
写
申
候
、

作
者
由
己
ト
申
候
而
、
関
白
殿
ニ
伺
候
之
仁
候
也
。
／
此
記
法
眼
梅
庵

由
己
之
所
選
而
七
世
祖
左
京
亮
宗
継
朝
臣
之
所
筆
也
間
有
朽
損
故
以
大
閤

記
天
正
記
補
正
之
／
経
徳

波
線
部
の
記
述
か
ら
、
⑫
立
入
家
本
は
、
立
入
隆
佐
（
立
入
宗
継
）
転
写
本

と
伝
わ
る
⽛
朽
損
⽜
し
た
写
本
を
元
に
、
桑
田
氏
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
立
入
経
徳
（
一
七
五
五
～
一
八
二
四
）
が
転
写
し
、⽛
大
閤
記
天
正
記
⽜
に

依
っ
て
補
正
・
校
注
を
加
え
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
親
本
の
損
傷
部
は
⑫
立

入
家
本
中
に
朱
点
・
朱
線
で
示
さ
れ
る
）。
傍
線
部
と
同
文
の
奥
書
を
持
つ

⑩
阿
野
家
本
は
、
行
幸
に
も
参
加
し
た
阿
野
実
政
（
阿
野
実
顕
）
筆
と
さ
れ
る

写
本
で
、
紙
背
に
は
別
の
文
書
（
大
型
の
文
書
を
裁
断
し
て
改
装
し
て
い
る
た

め
紙
背
の
内
容
は
不
明
）
が
存
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
⑩
阿
野
家
本
に
は
右
傍
線
部
の
奥
書
に
続
く
形
で
⽛
天
正
十
六

年
閏
五
月
吉
辰

阿
野
侍
従
藤
原
実
政
⽜
と
い
う
識
語
が
あ
る
（
な
お
花
押
等

は
な
く
、
当
該
写
本
が
実
政
の
真
筆
か
ど
う
か
は
不
明
）。
実
政
は
そ
の
時
点

で
七
歳
で
あ
り
（
注
⚘
）、

当
時
侍
従
職
（
従
五
位
下
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
幼
少

で
あ
っ
た
実
政
に
秀
吉
が
直
接
関
わ
っ
た
奏
覧
本
の
閲
覧
・
転
写
が
許
さ
れ
た

と
は
思
わ
れ
な
い
（
こ
れ
は
右
筆
が
い
た
と
し
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
）。

ま
た
、
傍
線
部
の
奥
書
は
⑪
影
写
本
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
⑪
影

写
本
は
大
正
時
代
に
影
写
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
影
写
さ
れ
た
親
本
の
書
影
そ
の

も
の
に
物
理
的
な
欠
損
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
は
⑫
立
入
家
本
が
朱

点
・
朱
線
に
よ
っ
て
示
す
欠
損
箇
所
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、

⑪
影
写
本
は
⑫
立
入
家
本
が
親
本
に
使
用
し
た
⽛
朽
損
⽜
し
た
写
本
の
影
写
本

で
あ
り
、
⑫
立
入
家
本
が
言
う
と
こ
ろ
の
伝
立
入
宗
継
筆
本
そ
の
も
の
の
影
写

で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
し
か
し
、こ
の
本
に
は
誤
記
や
脱
文
が
多
く
、

補
入
記
号
や
墨
消
も
散
見
さ
れ
、
宗
継
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
資
料
で

あ
る
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
⽝
立
入
宗
継
記
⽞
と
比
較
す
る
と
、
影
写
本
と
い

う
点
を
差
し
引
い
て
も
同
一
の
筆
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
乱
れ
て
い
る
。
く
わ
え

て
同
書
を
宗
継
筆
と
す
る
根
拠
は
、
表
紙
に
本
文
筆
者
と
は
別
筆
で
⽛
左
京
亮

立
入
宗
継
筆
⽜
と
あ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
こ
の
本
を
宗
継

自
筆
本
と
素
直
に
考
え
る
に
は
根
拠
が
不
十
分
と
思
わ
れ
、
そ
の
判
断
が
正
し

け
れ
ば
影
写
本
⑪
の
親
本
た
る
伝
宗
継
筆
本
に
つ
い
て
も
後
陽
成
天
皇
奏
覧
本

の
直
接
の
写
し
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
⑩
阿
野
家
本
・
⑪
影
写
本
・
⑫
立
入
家
本
は
、
古
佐
丸
（
八

条
宮
智
仁
親
王
、
秀
吉
の
猶
子
）
の
詠
歌
部
分
で
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
に
は
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め
、
別
の
類
本
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
判
断
し
た
。

そ
し
て
、
伝
足
利
義
昭
所
蔵
本
系
統
の
諸
本
に
該
当
す
る
の
は
⑳
～
㉓
の
諸

本
で
あ
る
。
こ
の
⑳
尊
経
閣
Ｂ
本
は
、
第
七
類
の
㉑
～
㉓
と
比
較
す
る
に
著
し

く
異
同
が
多
い
が
、⽛
右
此
一
巻
従
秀
吉
公
正
山
様
江
被
進
書
也
。
御
本
は
巻
本

也
。
紙
数
五
十
七
枚
有
。
不
思
議
以
伝
乍
恐
染
愚
筆
者
也
／
慶
長
六
年
十
一
月

廿
二
日
書
写
廿
一
歳
康
元
⽜（
正
山
〈
昌
山
〉
は
義
昭
の
法
名
）
と
あ
る
慶
長
六

年
（
一
六
〇
一
）
の
奥
書
（
傍
線
部
）
か
ら
、
義
昭
所
蔵
本
を
親
本
と
す
る
康

元
な
る
者
の
手
に
か
か
る
写
本
と
知
ら
れ
る
（
康
元
が
何
者
か
は
不
明
）。
ま

た
こ
の
本
に
は
⽛
御
配
膳
衆
⽜
と
あ
る
べ
き
箇
所
が
⽛
御
陪
膳
衆
⽜
と
あ
る
等
、

第
七
類
の
㉑
～
㉓
も
含
め
他
に
は
見
ら
れ
ぬ
異
同
が
多
い
。
ま
た
、
㉑
柳
原
家

本
・
㉒
神
宮
文
庫
本
・
㉓
味
の
素
本
の
三
本
は
⽛
右
此
一
巻
従

秀
吉
公
昌
山

様
書
被
遣
也
⽜（
㉓
）
と
い
う
奥
書
の
記
述
お
よ
び
異
同
が
ほ
ぼ
共
通
し
、
か
な

り
近
い
関
係
に
あ
る
類
本
と
見
な
せ
る
。
そ
し
て
、
㉓
味
の
素
本
は
元
和
七
年

（
一
六
二
一
）
に
親
本
か
ら
転
写
し
た
こ
と
を
示
す
判
の
写
し
が
あ
る
た
め
、
そ

れ
以
降
の
転
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
様
の
奥
書
は
正
保
三
年
（
一
六

四
六
）
の
識
語
が
あ
る
㉑
柳
原
家
本
に
も
存
す
る
。
加
え
て
、
㉒
神
宮
文
庫
本

に
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
八
月
に
村
井
古
厳
が
林
崎
文
庫
に
同
本
を
奉
納

し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
以
上
⑳
～
㉓
の
四
本
に
は
長
諳
に
関
わ
る
記
述
が
な

く
、
伝
後
陽
成
天
皇
奏
覧
本
系
統
に
あ
る
⽛
三
行
三
字
自
余
同
前
⽜
の
傍
記
も

な
い
。
な
お
㉑
～
㉓
の
本
文
的
特
徴
と
し
て
は
、
前
述
し
た
伝
後
陽
成
天
皇
奏

覧
本
系
統
に
⽛
御
配
膳
衆
⽜（
一
四
／
⚒
⚑
⚓
）
と
あ
る
箇
所
を
⽛
御
⽜
と
し
た

り
、⽛
舞
御
覧
⽜（
二
七
／
⚔
⚓
⚔
）
と
あ
る
箇
所
を
⽛
舞
楽
御
覧
⽜
と
し
た
り
、

⽛
か
な
ら
す
そ
の
名
を
得
⽜（
四
九
／
⚗
⚔
⚗
）
と
い
う
一
文
を
欠
い
た
り
す
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑬東山御文庫本（和歌詠進冒頭部）
※宮内庁蔵。



さ
て、

⑮群
春
類
従
本
を
代
表
と
す
る
⑳
ー
⑳
の
諸
本
も
送
付
本
の
系
統
に

位
置
す
る。
こ
の
群
吉

類従
本
系
統
に
は
釣
閑
斎
卜
踏
（
奥
春
に
よ
る
と
楠
長

諸
の一
族）
の
奥
告
が
あ
る。
元
和
二
年
（＿
六一
六）
の
識
語
を
持
つ
⑳
和

（
注
13
)

学
講

談所
本
に
は
卜
諸
の
花
押
お
よ
び
奥
告
が
あ
り、
⑮
群
晋

頚従
本
の
親
本

忍
と
確
認
で
き
る。
⑭
和
学
講
談
所
本
は、
卜
諸
が
本
文
に
手
を
加
え
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
（
卜
諸
は
奥
春
等
の
記
述
に
よ
っ
て、
本
春
の
原
作

者
を
大
村
由
己
か
ら
自
身
の一
族
で
あ
る
楠
長
諸
に
す
り
替
え
て
お
り、
本
文

に
手
を
加
え
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い）、
群
吉
頚
従
本
系
統
の
祖
本
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う。
ま
た、
r
群
春
類
従』
と
同
様、
r
緊
楽
第
行
幸
記』
r
緊
楽

行
幸
行
列』
『
北
野
大
茶
湯
之
記』
を
合
冊
し、
「
卜
諸
判」
の
本
奥
春
を
持
つ

魯
賀
本、
「

卜庵
判」
の
本
奥
春
を
持
つ

⑰松
岡
家
本、
⑮
群
春
類
従
本
を
写

し
た
旨
が
奥
吉
に
記
さ
れ
る
⑳
国
会
本
は、

⑮辟
吉
類
従
本
の
子
本
と
見
な
せ

る。
こ
れ
ら
の
諸
本
が
第
八
類
に
属
す
る。
第
九
頚
の
⑳
徳
大
寺
家
本
は
抄
出

本
だ
が、
傍
記
が
あ
り、
「

卜
庵
判」
の
署
名
が
巻
末
に
写
さ
れ
る
こ
と
か
ら
群

春
類
従
本
系
統
と
判
断
さ
れ
る。

こ
の
他、
⑬
r
天
正
記』
・
⑭
r
太
閤
記』
・
⑯
r
太
閤
真
顕
記』
も
そ
れ
ぞ

れ
送
付
本
の
特
徴
を
有
す
る。
⑭
r
太
閤
記』
に
は
甫
庵
に
よ
る
増
補・
改
訂

が
見
ら
れ、
特
に
「

評
曰」
「

或
曰」
と
い
う
評
言
の
補
入
が
見
ら
れ
る
が、
⑳

住
吉

家本
は
そ
の
評
言
を
有
す
る
た
め、
⑭
『
太
閤
記』
を
引
き
写
し
て
『
衆

楽
行
幸
記』
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

以
上
が

e天
阪
城
天
守
閣
本
を
頂
点
と
す
る
送
付
本
の
系
統
で
あ
る。

三、

手
控
本
系
統
の
諸
本

手
控
本
系
統
の
諸
本
の
う
ち、
原
本
系
統
に
属
す
る
の
は
⑫
ー
⑭）
の
諸
本
で

あ
る。
こ
れ
ら
の
諸
本
は
送
付
本
系
統
に
な
い
「

楠
長
諸
に
関
す
る
記
述」
「

和

歌
詠
進
部
分
の
傍
記」
（
前
掲
【
表
ア】
I
.

J
.

N
.

P、
0
i
R
参
照）
を

持
つ。
こ
の
う
ち、
第＿
類
の
⑫
九
条
家
本・

⑬引
馬
文
庫
本
の
奥
春
に
は「
由

己
判」
「
長
諸
判」
と
あ
り、
判
の
存
在
が
示
さ
れ
る。
第
二
頚
の
⑭
渡
辺
文
庫

本
は
こ
う
し
た
特
徴
に
加
え、
奥
春
に
「

御
朱
印
有
之」
と
記
し、
送
付
本
を

参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
異
本
注
記
を
行
う。

蓬
左
文
庫
本
系
統
の
頂
点
に
位
置
す
る
⑮
蓬
左
文
庫
本
に
は、
①
大
阪
城
天

守
閣
本
以
外
で
唯一
秀
吉
の
朱
印
が
あ
る。
こ
の
秀
吉
の
朱
印
の
存
在
ゆ
え

に、
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る

点も
含
め
同
本
が
徳
川
家
康
旧
蔵
と
目
さ
れ
る

【
写
真"

k3大
阪
城
天
守
閣
本
の
朱
印（
上）
と
⑮
蓬
左
文
庫
本
の
朱
印（
下）

-36-
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向
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
の
書
名
は
Ṳ
左
文
庫
内
の
徳
川
家

康
旧
蔵
品
を
記
し
た
⽝
駿
河
御
譲
本
目
録
（
注
14
）⽞
中
に
は
見
え
ず
、
尾
張
徳
川
家
初

代
義
直
の
没
後
間
も
な
い
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
作
成
さ
れ
た
⽝
御
書
籍

目
録
（
注
15
）⽞

に
書
名
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
本
は
家
康
で
は
な
く
徳
川
義
直

の
蒐
集
本
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
に
関
し
て
は
、
前
節
で
述
べ

て
き
た
よ
う
な
、
秀
吉
に
よ
る
送
付
本
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
も
検
討
す
べ
き

だ
ろ
う
。
前
述
の
通
り
、
送
付
本
に
は
伝
後
陽
成
天
皇
奏
覧
本
系
統
・
伝
足
利

義
昭
所
蔵
本
系
統
と
も
に
、
手
控
本
系
統
と
は
異
な
る
特
徴
（
長
諳
に
関
す
る

記
述
を
欠
く
等
）
が
あ
る
が
、
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
に
は
後
述
す
る
【
表
イ
】
で
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
長
諳
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
手

控
本
系
統
に
近
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
く
わ
え
て
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
が
斐

通
し
番
号

頁
数
／
行
番
号

㉛
尊
経
閣
原
本

㉟
Ṳ
左
文
庫
本

Ｕ

二
一
／
⚑
⚙

同
時
別
紙
誓
詞
有
之
文
言
日
付
あ
て
所
同
前

人
衆

同
時
別
帋
誓
詞
有
之
文
言
等
同
之
仍
人
衆
計
書
之

Ｖ

二
二
／
⚑
⚑

あ
て
所
同
前

あ
て
所
ま
へ
に
お
な
し

Ｗ

二
七
／
⚔

ナ
シ

和
哥
二
字
左
へ
よ
る

Ｘ

二
七
／
⚕

御
製
御
懐
紙
は
大
高
檀
紙
を
そ
の
ま
ゝ

勅
筆
也

三
行
三
字

御
製
大
高
檀
紙
そ
の
ま
ゝ
三
行
三
字
即

宸
筆
を
染
ら
る

Ｙ

二
七
／
⚑
⚑

御
懐
紙
は
大
た
か
た
ん
し
を
一
寸
つ
ゝ
め
侍
る

三
行
三
字

式
部
法
印
長
諳
書
之

三
行
三
字
大
た
か
た
ん
し
一
寸
つ
ゝ
め
式
部
法
印
長
諳
書
之

Ｚ

二
七
／
⚑
⚓

は
し
つ
く
り
御
製
と
お
な
し

三
行
三
字

は
し
つ
く
り
／
御
製
に
同
し

Ａ
Ａ

二
七
／
⚑
⚖

ナ
シ

端
作
同
／
関
白
殿
但
無
同
字

Ａ
Ｂ

二
七
／
⚑
⚙

懐
紙
し
た
ゝ
め
や
う

自
餘
こ
と
〳
〵
同
之

端
作
皆
／
同
前

Ａ
Ｃ

四
六
／
⚖

即
式
部
卿
法
印
長
諳
を
召
て
た
ん
さ
く
に
書
つ
け
さ
せ
松
の

朶
に
む
す
ひ
つ
け
／
金
輪
な
ら
ひ
に

院
御
所
へ
を
く
り
進

上
し
た
ま
ふ
な
り

即
式
部
卿
法
印
長
諳
を
召
て
短
尺
に
書
付
さ
せ
松
の
枝
に
結
ひ

金
輪

并

仙
院
へ
を
く
り
進
上
し
給
ふ

Ａ
Ｄ

四
六
／
⚑
⚕

す
な
は
ち
長
諳
御
使
に
て
伝
奏
へ
致
持
参
候
今
夜
は
や
更
す

き
御
合
子
に
て
翌
朝
叡
聞
に
備
ら
る

御
感
あ
さ
か
ら
す
や

か
て
御
返
し
あ
り

す
な
は
ち
長
諳
御
使
と
し
て
致
持
参
伝
奏
へ
渡
申
今
夜

叡
覧
に
備
し

と
い
へ
と
も
既
ふ
け
過
御
合
子
に
て
翌
日
披
露
／
御
感
あ
さ
か
ら
す
御

返
し
あ
り

Ａ
Ｅ

四
七
／
⚑
⚙

国
土
安
全
の
ま
つ
り
こ
と
寔
に
過
へ
か
ら
す

ナ
シ

【
表
イ
】
㉛
尊
経
閣
原
本
と
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
の
本
文
比
較
（
特
徴
的
な
異
同
に
限
り
掲
出
）
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紙
を
用
い
た
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
る
一
方
、
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
は
大
本
の
書
型

に
楮
紙
を
用
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
に
関
し
て
は
一
般
の

楮
紙
に
秀
吉
の
公
的
な
御
朱
印
が
捺
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
ず
（
注
16
）、
そ
の
点
か
ら

①
大
阪
城
天
守
閣
本
と
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
の
朱
印
を
比
較
す
る
と
、
発
色
に
差
が

あ
り
、
印
紋
に
も
微
妙
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（【
写
真
ⅱ
】）。
ち
な

み
に
①
大
阪
城
天
守
閣
本
の
朱
印
は
他
の
秀
吉
の
朱
印
状
等
に
捺
さ
れ
た
朱
印

の
形
状
と
同
一
の
特
徴
が
あ
る
が
（
注
17
）、
一
方
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
の
朱
印
の
印
紋
は
他

の
ど
の
印
と
も
異
な
る
。
従
っ
て
、
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
の
朱
印
は
秀
吉
の
御
朱
印

を
模
し
た
印
と
思
わ
れ
る
（
朱
印
の
寸
法
は
両
者
と
も
縦
横
約
三
十
八
糎
）。

ま
た
、
同
本
の
本
文
に
は
、
起
請
文
内
で
源
姓
を
名
乗
る
細
川
忠
興
が
、
和
歌

詠
進
の
際
に
は
豊
臣
姓
を
名
乗
る
矛
盾
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
す
れ

ば
、㉟
Ṳ
左
文
庫
本
が
秀
吉
の
送
付
本
の
原
本
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
の
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
に
は
特
有
の
本
文
的
特
質
が
あ
り
、
同
本
を
祖
本
に
し

た
と
思
わ
れ
る
諸
本
が
存
す
る
。
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
に
は
送
付
本
系
統
に
な
い
傍

記
・
本
文
が
あ
る
が
、
㉛
尊
経
閣
原
本
と
も
傍
記
・
本
文
が
異
な
る
。
以
下
、

㉛
尊
経
閣
原
本
と
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
の
本
文
的
相
違
か
ら
、
異
同
一
覧
を
【
表
イ
】

と
し
て
掲
げ
る
（
特
徴
的
な
異
同
に
限
り
掲
出
。
此
処
で
示
す
⽛
頁
数
／
行
番

号
⽜
は
、
Ṳ
左
文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
資
料
に
付
さ
れ
る
頁
番
号
に
依
る
。

見
開
き
一
頁
換
算
と
し
、
空
行
も
行
数
に
含
め
た
）。

此
処
に
示
し
た
【
表
イ
】
に
は
、
Ｘ
に
お
い
て
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
に
⽛
御
製
大

高
檀
紙
そ
の
ま
ゝ
三
行
三
字
即
宸
筆
を
染
ら
る
⽜
と
あ
る
箇
所
が
、
㉛
尊
経
閣

原
本
で
⽛
御
製
御
懐
紙
は
大
高
檀
紙
を
そ
の
ま
ゝ
勅
筆
也
三
行
三
字
⽜
と
い

う
表
記
で
あ
る
等
の
相
違
が
散
見
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
傍
記
の
内
容
自
体
は
ほ

ぼ
共
通
す
る
）。
ま
た
、
Ａ
Ｅ
で
㉛
尊
経
閣
原
本
に
あ
る
⽛
国
土
安
全
の
ま
つ
り

こ
と
寔
に
過
へ
か
ら
す
⽜
と
い
う
一
文
を
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
は
欠
く
。
な
お
、

㊺⽝
豊
鑑
⽞
に
よ
る
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
引
用
箇
所
に
は
、
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
と
同
文

の
傍
記
が
あ
る
（
た
だ
し
㊺
⽝
豊
鑑
⽞
は
送
付
本
系
統
に
位
置
付
け
ら
れ
る
）。

こ
う
し
た
異
同
の
特
徴
か
ら
㉟
Ṳ
左
文
庫
本
系
統
の
諸
本
を
掲
出
す
る
と
、

㊱
～
㊴
が
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
本
た
る
㉟
Ṳ
左
文
庫

本
と
の
間
に
異
同
が
殆
ど
見
出
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
原
本
・
Ṳ
左
文
庫
本
複
合

型
系
統
に
分
類
さ
れ
る
㊵
本
居
文
庫
本
は
、
奥
書
に
判
の
存
在
を
示
し
、⽛
御
朱

印
在
之
⽜
と
の
記
述
も
有
す
る
。
そ
し
て
【
表
イ
】
に
掲
出
し
た
異
同
箇
所
を

そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
い
く
と
、
前
述
し
た
Ｘ
の
箇
所
で
は
⽛
右
御
製
大
高
檀
紙

そ
の
ま
ゝ
に
て
勅
筆
を
染
ら
る
三
行
三
字
⽜
と
あ
り
、
原
本
系
統
と
㉟
Ṳ
左
文

庫
本
系
統
の
混
成
本
文
を
為
す
。
こ
の
混
成
本
文
を
為
す
と
い
う
特
徴
は
こ
の

Ｘ
以
外
に
も
【
表
イ
】
の
各
箇
所
で
見
ら
れ
る
。

以
上
が
㉛
尊
経
閣
原
本
を
頂
点
と
す
る
手
控
本
の
系
統
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
諸
本
を
、
①
大
阪
城
天
守
閣
本
を
頂
点
と
す
る
送
付

本
系
統
と
、
㉛
尊
経
閣
原
本
を
頂
点
と
す
る
手
控
本
二
系
統
に
分
類
し
、
本
文

的
・
書
誌
学
的
視
座
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
内
で
の
諸
本
分
類
・
諸
本
検
討
を

行
っ
た
。
以
下
、
補
足
的
な
が
ら
書
誌
学
的
な
点
を
ま
と
め
た
い
。

既
に
石
塚
晴
通
氏
（
注
18
）や

、佐
々
木
孝
浩
氏
（
注
19
）等

に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た
通
り
、

特
定
の
典
籍
に
は
料
紙
・
装
訂
等
の
書
誌
的
事
項
に
よ
り
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
生

じ
る
。
旧
稿
で
も
述
べ
た
が
、⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
に
お
け
る
原
本
群
に
つ
い
て
も

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
存
在
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
は
多
数
の
原
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本
が
現
存
・
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
非
常
に
稀
有
か
つ
特
異
な
典
籍
と
思
わ
れ

る
た
め
、
最
後
に
こ
こ
ま
で
の
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
原
本
（
あ
る
い
は
従
来
原

本
と
さ
れ
て
き
た
）
五
点
の
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
諸
本
の
書
誌
学
的
特
徴
を
【
表

ウ
】
に
纏
め
て
検
討
し
た
い
。

【
表
ウ
】
に
お
け
る
五
点
の
典
籍
の
う
ち
本
稿
で
は
①
、
③
、
㉛
を
楠
長
諳
筆

本
の
原
本
と
し
、
従
来
原
本
の
一
と
見
ら
れ
る
向
き
も
あ
っ
た
⑬
、
㉛
に
つ
い

て
先
行
す
る
諸
説
を
引
き
つ
つ
否
定
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
書
誌
学
的
事
項

の
面
か
ら
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
長
諳
筆
本
と
思
わ
れ
る
意

味
で
は
原
本
の
一
と
も
考
え
ら
れ
る
③
斯
道
文
庫
本
も
含
め
る
と
、
本
稿
で
原

本
と
し
た
①
、
③
、
㉛
は
す
べ
て
巻
子
本
の
装
訂
に
斐
紙
あ
る
い
は
精
製
し
た

楮
打
紙
を
用
い
て
い
る
。
③
は
秀
吉
の
朱
印
等
が
な
く
、
何
者
か
の
求
め
に
応

じ
て
長
諳
が
私
的
に
書
写
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
（
長
諳
の
功
績
の
記
載

が
な
い
た
め
恐
ら
く
送
付
用
で
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
）、
精
製
し
た
楮
の
打
紙

に
巻
子
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
通
り
足
利
義
昭
に
送
ら
れ
た
本
は
巻

子
本
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
⑬
東
山
御
文
庫
本
（
冊
子
体
の

装
訂
（
注
20
））
が
⽛
禁
裏
へ
の
副
本
⽜
で
は
な
く
、
さ
ら
に
朱
印
を
有
す
る
㉟
Ṳ
左
文

庫
本
（
大
本
の
書
型
に
楮
紙
）
が
送
付
本
原
本
の
一
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ

こ
ま
で
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
も
、
①
③
㉛
の
装
訂
・
書
型
・
料
紙
か
ら
考
え

れ
ば
首
肯
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
も
、⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
に
つ
い
て
は
書
誌
情
報
、
書
写
さ

れ
た
本
文
の
内
容
と
精
度
、
附
属
文
書
や
奥
書
・
識
語
等
に
記
さ
れ
る
伝
承
の

過
程
が
密
接
に
連
関
し
、
書
誌
を
見
る
こ
と
で
本
文
の
信
頼
性
が
あ
る
程
度
保

証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
が
収
録
さ
れ
る
⽝
天

正
記
⽞
は
、
秀
吉
自
身
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
伝
記
的
資
料
と
い
う
点
で

非
常
に
重
要
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
特
に
書
誌
学
的
な
部
分
に
於
い
て
は
桑

田
氏
以
来
十
分
な
伝
本
調
査
が
為
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
⽝
天

正
記
⽞
各
編
に
つ
い
て
も
同
様
に
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

〈
注
〉

（
注
⚑
）
桑
田
忠
親
⽝
太
閤
記
の
研
究
⽞（
徳
間
書
店
、
一
九
六
五
年
十
二
月
。

以
下
、
桑
田
氏
の
説
は
同
論
に
依
る
）
で
は
、⽝
言
経
ᷭ
記
⽞
五
月
二

十
日
条
、
二
十
一
日
条
、
二
十
三
日
条
、
二
十
五
日
条
に
⽝
聚
楽
行

幸
記
⽞
執
筆
の
談
合
が
大
村
由
己
と
山
科
言
経
の
間
で
あ
り
、
閏
五

月
十
四
日
条
に
同
書
を
言
経
が
目
を
通
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
上
で
、
諸
本
の
奥
書
に
⽛
天
正
十
六
年
五
月
吉
辰
記
之
⽜

等
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
を
天
正
十
六
年
五
月
末
と
推
定
す

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
桑
田
氏
の
誤
認
と
思
わ
れ
、
東
京
大
学
史
料

番
号

略
称

装
訂
・
書
型

料
紙

備
考

①

大
阪
城
天
守
閣
本

巻
子
本

斐
紙

送
付
本
原
本

③

斯
道
文
庫
本

巻
子
本

楮
打
紙

原
本
系
統
第
二
類

⑬

東
山
御
文
庫
本

冊
子
本

不
明

紙
焼
写
真
で
閲
覧

㉛

尊
経
閣
原
本

巻
子
本

楮
打
紙

手
控
本
原
本

㉟

Ṳ
左
文
庫
本

大
本

楮
紙

Ṳ
左
文
庫
本
系
統
祖
本

【
表
ウ
】⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
原
本
（
あ
る
い
は
原
本
と
さ
れ
て
き
た
本
）の
書
誌
一
覧
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編
纂
所
の
⽝
言
経
ᷭ
記
⽞
言
経
自
筆
本
に
よ
れ
ば
談
合
の
記
事
は
全

て
五
月
で
は
な
く
四
月
の
記
事
で
あ
る
（
読
書
の
記
事
は
閏
五
月
十

四
日
で
正
し
い
）。
従
っ
て
、⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
の
成
立
は
五
月
末
と

は
推
定
で
き
な
い
。

（
注
⚒
）
尊
経
閣
文
庫
蔵
大
村
由
己
花
押
本
（
巻
末
別
表
に
お
け
る
㉛
尊
経
閣

原
本
）が
秀
吉
の
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、竹
内
洪
介
・

石
塚
晴
通
⽛
大
阪
城
天
守
閣
蔵
⽝
聚
楽
行
幸
記
⽞
解
題
・
翻
刻
⽜（⽝
古

代
中
世
文
学
論
考
⽞
第
三
八
集
、
二
〇
一
九
年
五
月
）
で
述
べ
た
。

（
注
⚓
）
⽛
秀
吉
と
天
皇
⽜（
堀
新
・
井
上
泰
至
等
編
⽝
秀
吉
の
虚
像
と
実
像
⽞

所
収
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
七
月
）。
以
下
、
遠
藤
氏
の
説
は
同

論
に
依
る
。

（
注
⚔
）
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
諸
本
が
最
大
十
六
本
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
本
稿
で
は
堀
新
・
遠
藤
珠
紀
氏
の
ご
協
力
も
あ
り
、
四
十
二
本

の
諸
本
を
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
本
稿
で
初
め
て
言
及
す

る
諸
本
に
つ
い
て
は
、
別
表
に
示
し
た
諸
本
一
覧
の
番
号
欄
に
●
を

付
加
し
た
。

（
注
⚕
）
⽝
言
経
ᷭ
記
⽞
の
本
文
は
⽝
大
日
本
古
記
録
言
経
ᷭ
記
四
⽞（
岩
波
書

店
、
一
九
六
四
年
三
月
）
に
依
る
。

（
注
⚖
）
鳥
子
と
は
鳥
の
子
紙
の
意
で
狭
義
に
は
斐
紙
（
雁
皮
紙
）
を
指
す
が
、

発
色
等
の
特
徴
か
ら
楮
打
紙
や
斐
楮
交
漉
紙
等
も
広
義
に
含
ま
れ
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
鳥
の
子
の
呼
称
は
用
い

ず
斐
紙
や
楮
打
紙
等
の
呼
称
を
用
い
る
。
な
お
、
近
世
期
の
楮
打
紙

に
は
程
度
の
差
が
広
く
見
ら
れ
、
触
感
も
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
楮

打
紙
を
斐
紙
同
様
の
張
り
を
有
す
る
精
製
さ
れ
た
も
の
と
し
、
そ
れ

以
外
は
楮
紙
と
し
て
分
類
し
た
。

（
注
⚗
）
桑
田
氏
が
⽛⽛
天
正
記
⽜
の
原
本
と
言
え
ば
、
由
己
自
筆
の
稿
本
を
意

味
す
る
が
、
そ
の
稿
本
を
清
書
さ
せ
た
も
の
（
す
な
わ
ち
楠
長
諳
筆

本
─
竹
内
注
）
も
、
ま
た
、
原
本
と
称
し
て
差
し
支
え
な
い
と
思
う
⽜

（
三
九
頁
）
と
述
べ
た
の
に
従
い
、
本
稿
で
は
①
大
阪
城
天
守
閣
本
、

㉛
尊
経
閣
原
本
を
各
系
統
の
⽛
原
本
⽜
と
し
て
挙
げ
る
。
な
お
、
そ

の
筆
跡
か
ら
長
諳
筆
本
と
推
定
さ
れ
る
③
斯
道
文
庫
本
は
清
書
者
自

筆
本
と
い
う
意
味
で
広
い
意
味
で
は
⽛
原
本
⽜
の
一
と
し
て
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
巻
末
に
秀
吉
の
朱
印
や
花
押
が
存
在
し
な
い

た
め
に
、
分
類
図
で
は
諸
本
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
。

（
注
⚘
）
実
政
の
略
歴
は
、
橋
本
政
宣
編
⽝
公
家
事
典
⽞（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
〇
年
三
月
）
に
依
っ
た
。

（
注
⚙
）
三
行
三
字
と
は
⽝
和
歌
会
式
⽞（⽝
続
々
群
書
類
従
⽞
巻
第
十
五
所
収
）

内
の
⽛
懐
紙
認
様
⽜
中
の
⽛
下
ニ
カ
ク
歌
ハ
中
ノ
折
ノ
左
ヨ
リ
カ
キ

出
シ
三
行
三
字
也
終
ノ
三
字
ハ
真
名
ニ
カ
ク
⽜と
い
う
故
実
を
指
す
。

諸
流
派
に
よ
っ
て
末
の
三
字
が
真
名
か
仮
名
か
は
異
な
る
が
、
①
大
阪

城
天
守
閣
本
・
㉛
尊
経
閣
原
本
の
原
本
二
本
が
と
も
に
一
行
書
で
末

の
三
字
を
真
名
に
す
る
こ
と
か
ら
、
本
書
に
関
し
て
は
⽛
懐
紙
認
様
⽜

と
同
様
の
故
実
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

（
注
10
）
⽝
皇
室
の
至
宝

東
山
御
文
庫
御
物
⚔
⽞（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇

年
四
月
）
中
、⽛
聚
楽
行
幸
記
⽜
の
項
。

（
注
11
）
な
お
、
後
述
す
る
㊳
高
松
宮
家
本
も
、
も
と
禁
裏
に
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
本
で
あ
る
が
、
奥
書
の
記
述
が
⑬
東
山
御
文
庫
本
と
は
異

な
る
。
そ
の
た
め
、
桑
田
氏
が
副
本
と
し
て
認
定
し
た
の
は
現
蔵
の
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⑬
東
山
御
文
庫
本
と
見
て
よ
い
。

（
注
12
）
こ
の
詠
歌
群
は
五
十
三
首
あ
る
が
、
冒
頭
秀
吉
詠
⽛
こ
と
の
葉
の
は

ま
の
真
砂
は
つ
く
る
と
も
か
き
り
あ
ら
し
な
君
が
よ
は
い
は
⽜（
こ

の
歌
に
限
っ
て
は
御
製
に
対
す
る
秀
吉
の
返
歌
と
し
て
⽝
聚
楽
行
幸

記
⽞
本
文
中
に
も
記
載
が
あ
る
）
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
の
歌
も
他
に

出
典
が
な
い
。
し
か
し
詠
手
の
中
に
行
幸
の
翌
年
に
没
す
る
蜂
矢
頼

隆
の
名
が
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
秀
吉
詠
に
つ

い
て
も
一
概
に
行
幸
と
は
関
係
が
な
い
も
の
と
し
て
断
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

（
注
13
）
㉔
和
学
講
談
所
本
に
は
群
書
類
従
本
系
統
に
あ
る
㊺
⽝
豊
鑑
⽞
に
基

づ
く
書
き
入
れ
が
あ
る
。
㊺
⽝
豊
鑑
⽞
は
㉔
が
書
写
さ
れ
た
元
和
二

年
（
一
六
一
六
）
の
十
五
年
後
に
あ
た
る
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）

成
立
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
後
世
の
書
き
入
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
14
）
⽝
Ṳ
左
文
庫
駿
河
御
譲
本
目
録
⽞
Ṳ
左
文
庫
、
一
九
六
八
年
三
月
。

（
注
15
）
⽝
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録
⽞
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
九
年
八

月
。

（
注
16
）
公
的
文
書
等
に
関
し
て
は
楮
紙
に
秀
吉
の
御
朱
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
通
り
、
そ
れ
ら
文

書
と
は
性
質
の
異
な
る
典
籍
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
本
書
に
限
っ
て

は
秀
吉
の
公
的
な
御
朱
印
が
楮
紙
に
捺
さ
れ
る
と
は
考
え
難
い
。

（
注
17
）
山
本
博
文
・
堀
新
・
曽
根
勇
二
編
⽝
豊
臣
秀
吉
の
古
文
書
⽞（
柏
書
房
、

二
〇
一
五
年
一
月
）
収
載
の
朱
印
状
を
始
め
、
武
雄
市
図
書
館
鍋
島

文
庫
蔵
⽝
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
⽞、
斯
道
文
庫
寄
託
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化

財
団
蔵
⽝
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
⽞（
二
種
）
等
を
参
照
し
、
比
較
し
た
。

（
注
18
）
石
塚
晴
通
⽛
コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
よ
り
見
た
る
高
山
寺
本
⽜（
高
山
寺
典

籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
⽝
高
山
寺
経
蔵
の
形
成
と
伝
承
⽞
所
収
、


古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）、
同
⽛
料
紙
の
質
と
典
籍
の
位
相
─
中

国
及
び
日
本
の
写
本
・
版
本
を
例
と
し
て
⽜（⽝
M
odern
A
sian

Studies
Review
／
新
た
な
ア
ジ
ア
研
究
に
向
け
て
⽞
第
八
号
、
東

洋
文
庫
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
等
。

（
注
19
）
佐
々
木
孝
浩⽝
日
本
古
典
書
誌
学
論
⽞（
笠
間
書
院
、二
〇
一
六
年
六
月
）。

（
注
20
）
紙
焼
写
真
お
よ
び
前
掲
注
10
書
を
参
照
す
る
限
り
、
袋
綴
じ
の
大
本

と
推
察
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕

貴
重
な
資
料
の
利
用
に
際
し
ご
高
配
を
賜
っ
た
柳
沢
昌
紀
氏
お
よ
び
関
係
諸

機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
文
献
調
査
に
際
し
て
は
、
堀
新
氏
、
遠
藤
珠

紀
氏
、
石
塚
晴
通
氏
に
ご
協
力
戴
い
た
。
筆
跡
鑑
定
の
一
部
に
は
石
塚
晴
通
氏

の
助
力
を
得
た
。
京
阪
地
方
お
よ
び
九
州
・
山
口
の
調
査
に
は
北
海
道
大
学
大

学
院
文
学
院
⽛
共
生
の
人
文
学
⽜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
〇
一
八
年
九
月
、
二
〇

一
九
年
六
月
）
の
助
成
を
受
け
た
。
ま
た
、
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同

研
究
⽛
軍
記
お
よ
び
関
連
作
品
の
歴
史
資
料
と
し
て
の
活
用
の
た
め
の
基
盤

的
・
学
際
的
研
究
⽜
の
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
令
和
元
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
（
於
鶴
見
大
学
）
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
そ
の

際
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
が
、
中
で
も
遠
藤
氏
に
は
そ
の
後
研
究
会
等
を

通
じ
て
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
特
に
感
謝
を
表
し
た
い
。

（
た
け
う
ち

こ
う
す
け
・
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
／

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
⚒
）
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番
号

略
称

書
名
（
館
認
定
書
名
）

所
蔵

数
量

装
訂
・
書
型

料
紙

備
考

①

大
阪
城
天
守
閣
本

聚
楽
行
幸
記

大
阪
城
天
守
閣

⚑

巻
子
本

斐
紙

秀
吉
の
朱
印
を
有
す
る

②
●

天
正
十
七
年
本

天
正
十
六
年

聚
楽
第
行

幸
記

柳
沢
昌
紀
氏

⚑

列
帖
装

楮
打
紙

天
正
十
七
年
写
の
奥
書
有
り

③

斯
道
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

斯
道
文
庫

⚑

巻
子
本

楮
打
紙

④
●

尾
崎
本

聚
楽
第
行
幸
記

名
護
屋
城
博
物
館

⚑

折
本

楮
打
紙

尾
崎
宍
夫
旧
蔵

⑤
●

大
同
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館

⚑

大
本

楮
紙

⑥
●

歴
彩
館
本

聚
楽
第
行
幸
記

京
都
学
・
歴
彩
館

⚑

巻
子
本

楮
紙

⑦
●

三
手
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

賀
茂
別
雷
神
社

⚑

大
本

楮
紙

三
手
泉
亭
文
庫
蔵

⑧
●

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
本

聚
楽
第
行
幸
記

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団

⚑

巻
子
本

楮
紙

斯
道
文
庫
寄
託

⑨

仁
和
寺
本

聚
楽
亭
行
幸
記

仁
和
寺
御
経
蔵

⚑

大
本

楮
紙

⑩

阿
野
家
本

聚
楽
第
行
幸
記

個
人
蔵

⚑

冊
子
本

不
明

紙
背
に
筆
写
。
カ
ラ
ー
写
真
で
閲
覧

⑪
●

影
写
本

聚
楽
第
行
幸
記

京
都
大
学
総
合
博
物
館

⚑

冊
子
本

影
写
用
紙

大
正
年
間
の
影
写

⑫

立
入
家
本

校
注
行
幸
記

京
都
市
歴
史
資
料
館

⚑

半
紙
本

楮
紙

立
入
家
旧
蔵

⑬

東
山
御
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

東
山
御
文
庫

⚑

冊
子
本

不
明

紙
焼
写
真
で
閲
覧
、
大
本
か

⑭
●

明
治
大
学
本

行
幸
之
次
第

明
治
大
学

⚑

冊
子
本

不
明

紙
焼
写
真
で
閲
覧

⑮
●

井
伊
家
本

聚
楽
行
幸
記

彦
根
城
博
物
館

⚑

冊
子
本

不
明

紙
焼
写
真
で
閲
覧
、
井
伊
家
旧
蔵

⑯

毛
利
家
本

聚
楽
代
幸
記
写

山
口
県
文
書
館

⚑

巻
紙

三
椏
紙

原
装

⑰

押
小
路
家
本

聚
楽
行
幸
記

国
立
公
文
書
館

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
、
押
小

路
家
旧
蔵

⑱
●

紅
葉
山
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

国
立
公
文
書
館

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
、
紅
葉

山
文
庫
旧
蔵

⑲
●

尊
経
閣
Ａ
本

聚
楽
行
幸
記

尊
経
閣
文
庫

⚑

大
本

楮
紙

巻
末
に
和
歌
記
載

⑳

尊
経
閣
Ｂ
本

聚
楽
行
幸
記

尊
経
閣
文
庫

⚑

列
帖
装

楮
打
紙

慶
長
六
年
写

【
別
表
】
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㉑
●

柳
原
家
本

聚
楽
行
幸
記

宮
内
庁
書
陵
部

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
、
柳
原

家
旧
蔵

㉒
●

神
宮
文
庫
本

太
閤
聚
楽
亭
行
幸
記

全

神
宮
文
庫

⚑

大
本

楮
紙

㉓
●

味
の
素
本

聚
楽
亭
行
幸
記

味
の
素
食
品
文
化
セ
ン

タ
ー

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧

㉔
●

和
学
講
談
所
本

聚
楽
行
幸
記

宮
内
庁
書
陵
部

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
、
和
学

講
談
所
旧
蔵

㉕

群
書
類
従
本

聚
楽
第
行
幸
記

国
立
公
文
書
館

⚑

大
本

楮
紙

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
を
参
照

㉖
●

雑
賀
本

聚
楽
亭
行
幸
記

Ṳ
左
文
庫

⚑

大
本

楮
紙

行
幸
行
列
・
北
野
大
茶
湯
記
を
付
す

㉗
●

松
岡
家
本

聚
楽
行
幸
記

京
都
大
学
附
属
図
書
館

⚑

大
本

三
椏
楮
交
漉
紙

㉘
●

国
会
本

聚
楽
第
行
幸
記

国
立
国
会
図
書
館

⚑

冊
子
本

不
明

⽝
鶯
宿
雑
記
⽞
巻
一
七
九
所
収
、
影
印

で
閲
覧

㉙
●

徳
大
寺
家
本

聚
楽
第
行
幸
の
記

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

⚑

冊
子
本

不
明

紙
焼
写
真
で
閲
覧
、
徳
大
寺
家
旧
蔵

㉚
●

住
吉
家
本

天
正
十
六
年
戌
子
四
月

聚
楽
亭
江
行
幸
之
記

東
京
藝
術
大
学

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
、
住
吉

家
旧
蔵

㉛

尊
経
閣
原
本

聚
楽
行
幸
記

尊
経
閣
文
庫

⚑

巻
子
本

楮
打
紙

由
己
・
長
諳
花
押
有

㉜

九
条
家
本

聚
楽
行
幸
記

宮
内
庁
書
陵
部

⚑

巻
子
本

楮
紙

紙
背
に
筆
写

㉝
●

引
馬
文
庫
本

天
正
十
六
年
行
幸
記

国
立
公
文
書
館

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
、
引
馬

文
庫
旧
蔵

㉞
●

渡
辺
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

東
京
大
学
総
合
図
書
館

⚑

大
本

楮
紙

㉟

Ṳ
左
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

Ṳ
左
文
庫

⚑

大
本

楮
紙

秀
吉
の
朱
印
を
有
す
る

㊱

勧
修
寺
家
本

聚
楽
行
幸
記

京
都
大
学
総
合
博
物
館

⚑

特
大
本

楮
打
紙

勧
修
寺
家
旧
蔵

㊲

伊
達
家
本

聚
楽
亭
御
幸
記

宮
城
県
立
図
書
館

⚑

冊
子
本

不
明

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
、
伊
達

家
旧
蔵

㊳

高
松
宮
家
本

聚
楽
第
行
幸
仮
名
記

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

⚑

列
帖
装

斐
楮
交
漉
紙

高
松
宮
家
旧
蔵

㊴
●

島
原
文
庫
本

聚
楽
行
幸
之
記

島
原
図
書
館
松
平
文
庫

⚑

大
本

楮
紙
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㊵
●

本
居
文
庫
本

聚
楽
行
幸
記

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

⚑

冊
子
本

不
明

紙
焼
写
真
で
閲
覧

㊶
●

久
我
家
本

聚
楽
行
幸
記

北
野
天
満
宮

⚑

巻
紙

楮
紙

行
幸
行
列
ま
で
の
端
本

㊷
●

昌
平
坂
学
問
所
本

聚
楽
第
行
幸
記

国
立
公
文
書
館

⚑

冊
子
本

不
明

⽝
雑
事
記
⽞
所
収
、
影
印
で
閲
覧

番
号

略
称

書
名
（
通
称
）

作
者

底
本

備
考

㊸

⽝
天
正
記
⽞

天
正
記
（
天
正
軍
記
）

※
い
ず
れ
も
版
本

大
村
由
己
・
太
田
牛
一

国
立
公
文
書
館
蔵
本

慶
長
元
和
古
活
字
版
、
影
印
で
閲
覧

㊹

⽝
太
閤
記
⽞

太
閤
記

小
瀬
甫
庵

慶
應
義
塾
大
学
蔵
寛
永
無
刊
記
本

⽝
新
日
本
古
典
文
学
大
系
⽞
60
所
収

㊺

⽝
豊
鑑
⽞

豊
鑑

竹
中
重
門

国
立
公
文
書
館
蔵
本

底
本
は
自
筆
本
の
系
統
に
位
置
す
る

㊻

⽝
太
閤
真
顕
記
⽞

太
閤
真
顕
記

白
栄
堂
長
衛

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧

㊼

⽝
絵
本
太
閤
記
⽞

絵
本
太
閤
記

武
内
確
斎
・
岡
田
玉
山

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧

㊽

⽝
重
修
真
書
太
閤
記
⽞
重
修
真
書
太
閤
記

栗
原
柳
庵

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧

（
別
表
）
※
本
稿
で
初
め
て
言
及
す
る
諸
本
に
つ
い
て
は
、
別
紙
に
示
し
た
諸
本
一
覧
の
番
号
欄
に
●
を
付
加
し
た
。
な
お
こ
の
う
ち
②
・
④
・
⑪
・
⑮
・
㉙
・
㉚
・
㊷
の

各
諸
本
の
所
在
に
つ
い
て
は
堀
新
・
遠
藤
珠
紀
両
氏
の
ご
教
示
を
受
け
た
。
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。




